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日本語 DSSSL指定の多言語拡張について 
 
 
前提：日本語 DSSSL 指定を、汎用的な多言語対応に拡張することを検討する前に、日本語

環境に類似する漢字圏の諸言語（中国･台湾･韓国）への拡張に絞って、その仕様案をまと

める。 
全体を通してみると，次のように結論付けることができる。 
● 中国・台湾：行内行組版機能に若干の追加が必要。 
● 韓国：日本語組版機能でほぼ条件は満たされる。 
 
 
拡張のための概要仕様案                             
 
１．判型 

日本語仕様に順ずる。 
 
２．版面 

基本的に日本語仕様に順ずる。ただし 
Content-driven / Layout-driven 

をサポートできること（従来通り）。 
Content-driven のときの指定単位は、 

mm (cm), pt, Q, em 
とする（em 指定は仕様外となっている）。 

 
３．組方向 

日本語仕様に順ずる。中国･台湾の組方に、「右から左への横組」があるが、これは考

慮しない（ただし、ヘブライ・アラビック系への対応時に考慮する。モンゴル語対応

時には「右改行縦組」をサポート）。 
 
４．行組版規則 

４.１ 中国・台湾組版： 

【結論】 
中国・台湾組版においては、 
・段落開始行は２字下げをデフォルトとする（従来の仕様範囲） 
◎圏点類（専名号、書名号を含む）を下／左に配置する機能追加（仕様拡張） 
・約物は原則として全角扱いとする（半角扱いも可とする）－（従来からフォーマッ
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タ依存要素） 
のみを考慮する程度で実用的なフォーマティングを実現（巻末の図１，図２を参照）。 

【考察】 
中国・台湾の縦組においては行頭禁則処理を行わない組版が見られるが、近年のもの

では禁則処理を行っているものが増大しており、基本的には日本語仕様と同等で可（日

本語環境でも、禁則処理を解除するモードを必要とする場合もある）。 
欧文との混植では、欧文前後のアキをベタにするもの、四分程度のアキをとるものな

ど、ユレが大きい。これは組版アプリケーションに引きずられる結果であって、ルー

ルが明確に決められていないことが原因である。これは、他の組版上の振舞いについ

ても同様。 
段落開始行は２字下げが普通。 
日本語 DSSSL ライブラリでは,柱・ノンブルの位置・体裁に関して具体的なモデルを

決めているが,実際の中国・台湾組版においては,日本には少ない体裁を持つものもある。

ただし,とくにまったく思想が異なるものはほとんどなく,ネイティブの要求に応じて

ライブラリを拡張する方向で考えればよいと思われる。 
 
４.２ 韓国組版： 

【結論】 
韓国の組版は日本に非常によく似ている。それは，活版時代に組版技術が日本から伝

播したからであって，現在でも日本の印刷用語が韓国語として用いられているものも

ある。縦組み組版においてはほとんど同一とみてよい。 
しかし近年，ほとんどの印刷物が横組みになったことにより，日本語組版の影響は薄

れる方向にある。もっとも特徴的な要素は「ハングル主体」と「分かち書き」である。

基本的には日本語組版機能が適用でき，フォーマタ依存となる部分も多いので，DSSSL
ライブラリの拡張は不要。 
【考察】 
ハングル組版は，半角を基準とするワードスペースを挿入する「分かち書き」である。

したがって，純ハングル組版においても、行長に半角の出入りがあり、ジャスティフ

ィケーションが必要になる。 
ルビの使用はあるが、現在ではほとんどの文章がハングルで組まれ、固有名詞、同音

異義語のために意味が受け取りにくい語などを対象に漢字を添える場合も、当該漢字

をパーレンで括って表記するのが一般的。脚注で注記する例が小説等においても散見

される（巻末の図３を参照）。 
ノンブル、柱文の立て方も日本語組版に準じる。 
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分析結果資料 
 

１．中国組版分析 
中国において最近出版された書籍を，約 40 冊ほど店頭（東京・神田「内山書店」）で

調査した結果を簡単にまとめた。 
（１）句読点 

横組みはすべて例外なく“。”である。一方，縦組みでは，これも例外なく従来通

りの「中心付き」となっている。ただし，横組みカンマの位置は，日本のものに

較べて若干上に見える。 
（２）分号（；），冒号（：） 

日本のものより下がっている。問号（？）も同様。 
（３）段落２字下げルールを適用している書籍が多い。 
（４）書体による字詰めピッチの差は認められない。 

たとえば， 
王泰平 主編『新中国外交５０年（上）』 北京出版社 （88 元 5400 円）な

ど。 
（５）行頭・行末禁則が施されている組版が多い。 

 
 
２．台湾組版分析（約物の使い方） 
２.１ 組版分析 
台湾で発行されている最近の書籍の組み方分析を行った結果をまとめる。例として２

例を挙げる。 
（１）金庸著「鹿鼎記」（遠流出版事業股份公司） 
全五冊のうちの第二 
A5 判・縦置き・並製本・1987 年刊・ISBN 957-2946-3 
版面： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

約 149mm

約 99mm 約 23mm 

約 33mm 
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概ね 10.5pt（又は五号）で縦組 40 字詰め，18 行，行間２分アキである。 
柱なし，ノンブルは地の外側で，半角数字を中黒で挟んでいる。 
段落開始行頭２字下げ 
約物のぶら下げなし 
句読点，カッコ類はすべて原則として全角処理，約物が連続した場合も同様。ただ

しカッコ類が連続した場合は半角処理とされている。 
行頭・行末禁則は実施。その場合の補正手段は追込み（全角約物を半角処理するな

ど）。 
本文書体（明朝体），文字サイズは一定であるが，パーレンの中に注釈を入れる場合

があり，サイズを落とし，書体を楷書体としている部分もある。 
後注あり，書体・文字サイズともに変更。ただし組み方は同一。 
見出しは行取りあり（７行取り中央）――右図参照。 
図あり，図のページは独立。ノンブルあり。 

 
（２）文庫本 孫武原作「孫子兵法」（金楓出版社） 

文庫判・縦置き・並製本・1986 年刊・ISBN 957-8501-52-8 
版面： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概ね 13Q 長体１で縦組 38 字詰め，14 行，行間全角アキである。 
柱，ノンブルは天の外側で，ノンブルは半角数字を中黒で挟んでいる。柱：右ペー

ジは書名の「孫子兵法」，左ページは各表題。左横組み。書体は楷書体。 
段落開始行頭２字下げ 
約物のぶら下げなし 
句読点，カッコ類はすべて原則として全角処理，約物が連続した場合も同様である

が，禁則処理の有無に関係なく半角処理されているものもある（《 》はほぼ例外な

く半角処理）。ただしカッコ類が連続した場合は半角処理とされている。 
行頭・行末禁則は実施。その場合の補正手段は原則追出し（全角約物を半角処理す
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るなど）。 
本文書体（明朝体），文字サイズは一定。 
後注あり，書体・文字サイズともに変更。ただし組み方は同一。 
見出しは行取りあり（４行取り中央）。 
図あり，図のページは独立。図の解説は横組み。書体は楷書体。柱･ノンブルあり。 

 
以上の分析を通して，その特徴をまとめる。 
・約物の種類，使用方法は日本とは若干異なる。 
・約物はほとんど全角で使用される。括弧類が連続した場合，特定の括弧（《）の場合な

どに半角処理が行われたりしているが、書籍によって，その振舞いは異なる。 
・日本で多い「句読点のぶら下げ処理」はほとんどなされていない。 
・基本的な禁則処理（句読点，括弧類の行頭・行末禁則処理）はなされている。 
・段落開始行を２字下げとするケースが多い（１字下げも見られる）。 
・版面の位置（余白など）は，とくに標準とされるものは見当たらない。 
・ノンブルの修飾には中黒が多く用いられている。柱とノンブルが同行に位置している

ケースが多く見られる。 
 

２.２ 約物の使用方法 
「標点符号的使用」として学校等で教えている。教育省が民国八年（1919 年）に発布し

たもので，その後，「点号」が二つに分かれ，さらに 14 項が加えられた。 
ここでは各約物の振舞いを規定しているわけではなく，目的を述べているだけであるが，

約物の種類を比較する資料になる。日本の約物の種類と比較して特徴的なことは， 
“：”“；”など，日本では通常の文章中では用いない符号があること，“十三”の波罫

の使用目的が定められていること 
である。 
以下に，原文を抄訳する。 
 

標点符号的使用 
一、句号（。） 文を区切る符号。文末に用いて発話の完了を示す。 
二、逗号（，） 文中での間，区切りを示す符号。 
三、頓号（、） 間のもっとも短いものを示す符号。文中では同類の語句の並列に用いる。 
四、分号（；） 並列或いは対比を示す従属文に用いる符号 
五、冒号（：） 前文が終わる，或いは次の文を提起することを示す符号。前文を受け

て次の文を記したり，引用に用いる。 
六、問号（？） 疑問を示す符号。懐疑，質問，反芻，訝しむ語気の文末に用いる。 
七、驚嘆号（！） 感情，語気，口調を示す符号。喜怒哀楽などの感情，願望，賞賛，
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感嘆，命令，呼びかけなどの語気を示す文末に用いる。 
八、引号（「」或いは『』） 引用後，或いはとくに提示する内容の始まりを示す符号。

引用後の始まり及び末尾，とくに取り上げる句の前後に用いる。 
一般的には「」を用いるが，引用句の中に，さらに引用句がある場合などに２種類を交

互に用いてもよい。 
九、夾注号（（ ）或いは［ ］或いは―― ――）説明，解釈を示す符号。説明，解釈句

の前後に用いる。 
十、破折号（――）文の意味の急転，語気の変化を示す符号。 
十一、刪節号（……） 言葉が省略されていたり，語気が完結していないことを示す符

号。 
十二、専名号（――）人名，地名，国名，王朝名，学派名，種族名などの固有名詞を示

す。その名詞の左側（又は右側）につける。 
十三、書名号（~~~~） 書名，篇名，新聞社，雑誌名などを示す符号。その名称の左（又

は右）側につける。 
十四、音界号（・） 外国人の性と名の中間を示す符号。中国語に翻訳した外国人の性

と名の中間につける。 
 
３．韓国の約物について： 

韓国の「韓国語文規定集」（1995）によれば、 
終止符（． 。） 
休止符（,  、 ・ ： ／） 
引用符（“” 『』 ‘’ 「」） 
括弧符（（） ｛｝） 
連結符（- － ～） 
顕在符（注：圏点のこと。ただし下線も含む） 
潜在符（×× ○○ □□） 

などがある。この中で「潜在符」は日本語組版のための約物としては規定されてい

ないが、これは通常の文字として扱えばよく、特段の振舞いは要求されない。 
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Annex 組版例 
 
図１ 台湾中学教科書「国文」より 
 

 
 
傍線が左付きになっている。 
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図２ 台湾における日本語教習用参考書「日本語ジャーナル」 
 

 

 
組み方は標準的な日本語組版であるが，ルビが下に付いている。 
（実際の組版は日本で行われている） 
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図３ 韓国の古典文学「春香傳」より。 
 

 
漢語の注釈を脚注で処理している。 
 

以上 


